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注目議案案
令和８.３.12（木）
総務文教常任委員会

令和８.３.11（水）
事業厚生常任委員会

議案第11号

議案第12号

契約の金額：�変更前 8億3,862万9,000円�
変更後 8億8,921万8,000円

変更工事概要：�①シャワーの温度調整改善 ②設備老朽化への対応 ③プール無料開放実施への対応�
④その他の対応(利用者の安全確保(防火設備改修等)）

工 期：�【変更前】議決日(令和7年6月26日)から令和8年12月18日まで�
【変更後】議決日(令和7年6月26日)から令和9年1月29日まで

契約の方法：指名競争入札による契約
契約の金額：2億6,194万1,900円
契約の相手方：株式会社 阪南工務店 
工期：議決日から令和9年2月26日まで

工事請負変更契約の締結について(熊取町立総合体育館整備工事)

工事請負契約の締結について(熊取町立熊取図書館整備工事)

議案第14号 令和7年度熊取町一般会計補正予算(第8号)の内訳

追加額 総　額 主な内容

△2億3,066万7千円 178億8,463万4千円

○くまとりふるさと応援寄附事業（臨時）� △4,842万1千円�
� （執行見込み額の減）
○電子計算システム整備事業（臨時）� △9,873万5千円�
� （標準準拠システム 執行見込み額の減 等）
○電子計算システム管理事業(臨時)� △2,418万9千円�
� (標準準拠システム 執行見込み額の減）
○高齢者予防接種事業� △2,500万円�
� （個別接種委託料 執行見込み額の減）
○道路維持事業(臨時)� △2,100万円�
�（測量・設計・監理等委託料、道路等舗装工事 執行見込み額の減 等）
○小学校施設整備事業(臨時)� △3,511万6千円�
� （中央小、西小校舎増築経費 執行見込み額の減）
○体育施設維持管理事業(臨時)� △7,276万円�
� （総合体育館大規模改修工事 年割額の変更）
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【会派名】　維新：大阪維新の会熊取　みらい：みらい創生　共産：日本共産党熊取町会議員団　公明：熊取公明党　自民：自由民主

議員の態度表明（○賛成　×反対　△退場）態度が分かれたもののみ記載
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

３月定例会審議案件 議員名 多和本 長田 石井 坂上
昌史 大林 河合 坂上

巳生男 江川 渡辺 二見 田中 文野
議長

会派名 熊愛 維新 維新 みらい みらい みらい 共産 共産 公明 公明 自民 熊愛
遺児福祉年金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
就学経費等助成条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
熊取町特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
令和８年度熊取町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
令和８年度熊取町国民健康保険事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
令和８年度熊取町後期高齢者医療
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―

３月定例会の
議案第７号

議案第９号

議案第６号

　令和6年度に児童手当法改正による支給対象年齢
の拡大や児童扶養手当法改正による所得制限限度額
の引き上げなどが行われ、これに伴い、本町が独自で
行ってきた本条例の対象者に対する国からの支援が
拡充したため。� 施行：令和９年４月１日

　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律が施行され、令
和8年4月1日より子ども・子育て支援金制度が創設されること
に伴い、国民健康保険条例の一部を改正する必要があるため。

　令和6年度に児童手当法改正による支給対象年齢
の拡大や児童扶養手当法改正による所得制限限度額
の引き上げなどが行われ、これに伴い、本町が独自で
行ってきた本条例の対象者に対する国からの支援が
拡充したため。� 施行：令和９年４月１日

　乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を行う亊
業者を、支援給付の対象施設として確認するため、事業の
運営に関する基準を、条例で定める必要があるため。

就学経費等助成条例を廃止する条例

国民健康保険条例の一部を改正する条例

遺児福祉年金条例を廃止する条例

熊取町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
議案第８号

　親を亡くした児童（義務教育終了まで）に対する熊取
町独自の福祉施策であり、児童扶養手当等が充実したと
はいえ、行革の一環として廃止するのは賛成できない。

　「こども誰でも通園制度」は、「子どもの育ちを応援す
る制度」と説明されているが、月10時間では無理がある。
一時預かりとの違いが不明瞭な制度をつくるより、安心
して子どもを預けられる保育体制の整備こそ必要だ。

　義務教育終了後18歳までの子ども（学生）に対する、通学
費等の補助として昭和49年から始まった制度。遺児福祉年
金と同じく、年額1万2千円の補助を削る提案に反対する。

　国民健康保険料への子育て支援金上乗せに反対。既に
高騰している保険料にさらなる負担を強いるもので、高
齢者を含む全世代の生活を圧迫する。18歳以上の青年や
多人数世帯ほど重負担となる仕組みは本末転倒である。

坂上　巳生男（日本共産党熊取町会議員団）

坂上　巳生男（日本共産党熊取町会議員団）

坂上　巳生男（日本共産党熊取町会議員団）

江川　慶子（日本共産党熊取町会議員団）

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論
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文野慎治議長

も く じ
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予算審査特別委員会� 5～7ページ
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一般質問� 10～12ページ

泉州南消防組合議会の動き� 12ページ

環境施設広域化調査特別委員会� 13ページ

新ごみ処理施設行政視察

議員研修～HUG訓練～� 14ページ

南部地区議長会行政視察研修

町立保育所給食試食会� 15ページ

熊取町商工会青年部との意見交換会

「議会カフェ」OPEN！� 16ページ

6月定例会の予定

小 中 学 校 の 給 食 費 無 償 化 継 続！
中 学 校 体 育 館 に 空 調 設 備 設 置！

3
月
4
日
か
ら
27
日
ま
で
の

日
程
で
3
月
定
例
会
を
開
催

　

町
長
提
案
26
件（
専
決
処

分
報
告
2
件
、条
例
の
廃
止
、

制
定
及
び
一
部
改
正
5
件
、

補
正
予
算
7
件
、令
和
8
年

度
予
算
ほ
か
）、一
般
質
問
、

会
派
代
表
質
問
を
行
い
、全

て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た「
中
東
有
事
の
平
和

的
・
速
や
か
な
解
決
を
求
め

る
決
議
」を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　アメリカとイスラエルは、2月28日イランに対
する大規模な攻撃を開始しました。これを契機
として中東有事の拡大が、地域の安定のみなら
ず、国際社会全体の平和と安全に重大な影響を
及ぼすことが懸念されています。この間、双方
に多数の死傷者が出ており、罪のない子どもを
含む多くの市民が犠牲になっています。
　また、イランによる報復攻撃も湾岸諸国に拡
大しており、軍事的エスカレーションを引き起
こす事態は絶対阻止しなければなりません。
　原油輸送の要であるホルムズ海峡は、イラン
によって封鎖され、日本の船舶も影響を受けて
います。
　よって、熊取町議会は、日本政府に対し、邦人
及び関係船舶の安全確保に万全を期すととも
に、全ての関係国に対し、即時停戦と事態の早期
終結に向け、力ではなく対話による平和的外交
努力を積極的に行うよう求めるものです。

以上、決議する。

　　令和8年3月27日

� 大阪府泉南郡熊取町議会議長　文 野　慎 治

中東有事の平和的・速やかな解決を求める決議

３
月
定
例
会

令
和
８
年
度
予
算
を
賛
成
多
数
で

可
決

永年在職議会議員22年以上

江川 慶子 議員
永年在職議会議員10年以上

坂上 昌史 議員
河合 弘樹 議員

大阪府町村議長会表彰
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44.0%

8.2%
0.7%

0.4%
6.3%

3.7%

17.8%

6.0%
1.2% 0.1%

0.6% 11.0%

一般会計予算
182億4,090万円

教育費

32億4,154万円

学校教育、生涯学習、図書館など
公債費

10億9,299万円

借入金の返済
災害復旧費

2億2,565万円

災害からの復旧

消防費

6億7,209万円

防災対策、消防、消防団など

土木費

11億4,207万円

道路、河川、公園の整備・
維持管理など

商工費

6,779万円

商工業の振興、観光など

予備費

2,000万円

議会費

1億1,721万円

議会運営、議員報酬など

総務費

20億697万円

税務、戸籍、自治振興など

民生費

80億2,856万円

高齢者・児童・障がい者福祉など
衛生費

14億9,784万円

健康、母子保健、環境保全、
ごみ処理など

農林水産業費

1億2,819万円

農業、森林保全など

歳 出

【一般会計】
　　　町税	 44億6,387万円
地方交付税	 41億1,300万円
国庫支出金	 32億4,343万円
　府支出金	 16億5,673万円
　　繰入金	 15億6,288万円
　　　町債	 9億6,610万円
　　その他	 22億3,489万円
　　　　計	 182億4,090万円

【特別会計】
国民健康保険事業 44億6,809万円
後期高齢者医療 11億3,479万円
介護保険 44億1,611万円
墓地事業 4,104万円

【公営企業会計】
下水道事業 22億3,681万円

令和８年度　一般・特別・公営企業会計予算状況

歳入

※構成比は単純四捨五入しているので、合計しても100％にならない場合があります。
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軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
に
つ
い
て
、廃
止

と
な
っ
た
こ
と
で
減
収
に

な
る
の
か
？

問

	

徴
収
率
向
上
事
業
に

つ
い
て
委
託
料
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、収
納
率
が
下
が
っ
た

ら
見
直
す
の
か
？

問

	

全
額
地
方
特
例
交
付

金
に
て
措
置
さ
れ
る
の
で

影
響
は
無
い
。

答
	

契
約
を
更
新
し
た
。

夜
間
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
利
用
を
月
２
回
か
ら
１

回
に
、休
日
は
年
10
回
か

ら
6
回
に
減
ら
し
た
。
契

約
は
令
和
10
年
5
月
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。

答 町
税
等

学
校
教
育

子
育
て

環
境

健
康
・
福
祉

	

補
聴
器
購
入
費
助
成

の
状
況
は
？

問

	

資
源
ご
み
の
抜
き
取

り
の
対
応
策
は
？

問問

	

新
た
な
循
環
型
社
会

を
目
指
し
て
、廃
食
油
を

使
っ
て
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
考
え
は
？

問

	

令
和
７
年
度
交
付
申

請
は
22
件
。
聞
こ
え
相
談

に
16
名
が
来
ら
れ
、8
名

の
方
の
聞
こ
え
が
心
配
と

の
結
果
だ
っ
た
。

答
	

職
員
が
定
期
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
と
と
も
に

抜
き
取
り
を
防
止
す
る
為

の
機
運
を
高
め
て
い
く
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

答

	

廃
食
油
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
、石
鹸
等
を
検
討
し

て
い
る
。

答

	

外
国
人
児
童
生
徒
受

入
事
業
、日
本
語
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
員
の
派
遣
事

業
だ
が
、対
応
が
必
要
な

児
童
生
徒
は
何
名
？

問

	

特
定
外
来
生
物
防
除

対
策
事
業
交
付
金
の
増
額

に
つ
い
て
、ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
増
え
て
い

る
の
か
？

問

	

今
年
度
も
、夏
休
み

の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
の
内
容
等
決
ま
っ

て
い
る
か
？

問

	

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
が
実
施
さ
れ
る
が
？

問

	

小
学
校
清
掃
委
託
に

つ
い
て
、ど
こ
を
清
掃
し

て
い
る
の
か
？

問

	

小
学
校
の
給
食
費
無

償
化
に
つ
い
て
、不
登
校

児
へ
の
対
応
は
？
現
金
給

付
を
望
む
が
？

問

	

小
学
校
で
３
名
、中

学
校
で
２
名
。

答

	

令
和
６
年
１
月
に
町

内
で
初
め
て
発
見
さ
れ
て

以
降
、被
害
は
少
し
ず
つ

広
が
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
防
除
を
し
っ
か
り
行
っ

て
い
く
。

答

	

学
童
保
育
所
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

人
材
不
足
の
た
め
実
施
が

困
難
と
の
返
事
が
あ
っ
た

た
め
、昨
年
度
同
様
に
町

で
実
施
す
る
が
、現
段
階

で
実
施
場
所
な
ど
は
確
定

し
て
い
な
い
。

答

	

３
ヶ
所
の
町
立
保
育

所
で
、余
裕
活
用
型
で
行

う
。

答

	

プ
ー
ル
の
清
掃
を
委

託
し
て
い
る
。

答

	

非
喫
食
児
童
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

答

ここがここが
    聞聞きたいきたい予算審査 特 別

委員会
　３月5日の本会議において、本委員会に付託された、令和8年度の一般会計及び各特別
会計予算にかかる審査を、３月16、17及び19日の３日間で行いました。
　委員会での活発な質疑の一部をお知らせします。

二見裕子 委員長

動
画
は

こ
ち
ら

大林隆昭 委員 江川慶子 副委員長渡辺豊子 委員 長田健太郎 委員 多和本英一 委員河合弘樹 委員

質疑
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転
入
促
進
事
業
に
つ

い
て
、7
年
度
実
績
と
今

後
も
継
続
す
る
の
か
？

問

	

社
宅
等
誘
致
奨
励
金

は
５
件
、３
世
代
近
居
等

支
援
補
助
金
は
45
件
。
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
は
8

年
度
で
終
了
す
る
。

答 転
入
促
進

公
園

公
共
交
通・道
路
整
備

そ
の
他

特
別
会
計

	

広
告
収
入
の
内
訳

は
？
問

	

公
共
施
設
改
修
等
で

町
債
が
膨
ら
ん
で
い
る
が
、

将
来
へ
の
負
担
に
は
な
ら

な
い
か
？

問

	

簡
易
血
液
検
査
委
託

料
が
増
額
に
な
っ
て
い
る

理
由
は
？

問

	

広
報
誌
の
広
告
掲
載

料
１
９
２
万
円
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
料
13

万
１
千
円
、駅
自
由
通
路

案
内
板
9
万
9
千
円
、庁

舎
案
内
板
19
万
8
千
円
、

公
用
車
へ
の
広
告
に
つ
い

て
は
今
年
度
計
上
し
て
い

な
い
。

答

	
交
付
税
措
置
が
あ
る

起
債
を
選
択
し
て
い
る
。

町
債
が
膨
ら
ま
な
い
よ
う

に
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

答
	

今
ま
で
の
業
者
が
撤

退
。
別
の
業
者
で
対
応
し
、

単
価
が
増
額
と
な
っ
た
。

墓
地
事
業

答

	

公
園
整
備
で
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
設
置
に
つ

い
て
は
？

問

	
ひ
ま
わ
り
バ
ス
運
行

補
助
金
、燃
料
の
高
騰
に

よ
り
増
額
す
る
可
能
性

は
？

問

	

熊
取
町
公
共
交
通
協

議
会
の
新
た
な
取
り
組
み

は
考
え
て
い
る
か
？

問

	

山
の
手
台
の
4
号
公

園
に
、自
治
会
の
ご
理
解

を
得
て
設
置
し
た
。

答国
民
健
康
保
険
事
業

	

国
土
交
通
省
発
表
の

資
料
か
ら
運
行
経
費
を
算

出
し
て
い
る
の
で
、そ
の

数
値
に
は
燃
料
高
騰
も
反

映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

答

	

令
和
７
年
度
に
バ
ス

停
の
新
設
等
の
事
業
を
行

な
っ
た
。
８
年
度
も
事
業

の
推
進
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

答

	

墓
苑
使
用
料
等
還
付

金
が
増
額
し
て
い
る
理
由

は
？

問

	

返
還
が
増
え
て
い
る
。

7
年
度
は
25
区
画
あ
っ
た
。

35
～
37
区
画
を
見
込
ん
だ
。

答

	

特
別
会
計
を
含
め
た

正
職
員
数
は
？　
ま
た
災

害
時
１
時
間
以
内
に
召
集

で
き
る
職
員
数
は
？

問

	

窓
口
の
民
間
委
託
と

は
？
問

	

他
自
治
体
で
の
通
勤

手
当
の
不
正
受
給
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
本
町
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
？

問

	

令
和
8
年
度
３
０
８

名
で
ス
タ
ー
ト
。
災
害
時

は
30
分
以
内
が
１
４
９
名
、

１
時
間
以
内
が
１
９
９
名

召
集
で
き
る
体
制
で
あ
る
。

答

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
パ
ス
ポ
ー
ト
の
業
務

を
委
託
す
る
予
定
。

答
	

３
年
に
１
度
全
体
に

周
知
し
て
い
る
。
合
わ
せ

て
人
事
異
動
等
が
あ
れ
ば

そ
の
都
度
変
更
の
届
出
が

あ
る
の
で
、
そ
の
都
度

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

答

	

返
還
の
理
由
は
？

問

	

使
用
し
な
い
、継
承

者
が
い
な
い
と
い
う
理
由
。

お
墓
の
考
え
方
が
変
わ
っ

て
き
た
。

答

	

電
子
計
算
シ
ス
テ
ム

管
理
事
業
費
が
増
加
し
支

出
増
で
あ
る
が
？

問

	

令
和
9
年
を
目
途
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
国
は

補
助
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
な
ど
交
付
税
措
置
を
検

討
し
て
い
る
。

答

賛
成

賛
成

賛
成

み
ら
い
創
生

熊
取
公
明
党

大
阪
維
新
の
会 

熊
取

課
題
対
応
と
将
来
投
資
を
両
立
し
た
予
算
と
し
て

評
価
。
創
意
工
夫
あ
る
予
算
執
行
に
期
待
。

第
4
次
行
革
の
中
間
年
と
な
る
8
年
度
予
算
。
投

資
的
事
業
等
、
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
評
価
。

自
主
財
源
の
拡
充
、
企
業
誘
致
に
期
待
。

住
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
事
業
が
着
実
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
事
を
評
価
す
る
。
改
革
の
流
れ
を
後

押
し
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
願
う
。

給
食
無
償
化
や
施
設
改
修
は
評
価
す
る
が
、
職
員
体
制
の

縮
小
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
ま
ね
く
。
指
定
ご

み
袋
値
上
げ
や
町
独
自
の
補
助
金
廃
止
な
ど
、
住
民
福
祉

に
逆
行
す
る
予
算
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
。

反
対
日
本
共
産
党

熊
取
町
会
議
員
団
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会
派
代
表
質
問

令和8年度の
動きを問う!

会派代表質問

　
　
本
町
の
定
期
人
事
異
動
は
何
を
目
的
と

し
て
い
る
の
か
？

　
　
幅
広
い
知
識
と
経
験
の
習
得
を
促
進
し
、

複
数
の
部
署
を
経
験
す
る
事
で
よ
り
多
く
の

住
民
の
皆
様
と
関
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
で

き
、町
政
全
体
の
理
解
を
深
め
、柔
軟
か
つ
的

確
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

　
　
部
局
の
縦
割
り
に
よ
り
施
策
の
分
断
を

懸
念
す
る
が
、部
局
間
の
連
携
は
十
分
か
？

　
　
関
連
す
る
業
務
や
相
談・
問
い
合
わ
せ

問答問答

な
ど
日
常
業
務
に
お
い
て
各
部
局
間
で
連
携

を
行
っ
て
お
り
、必
要
に
応
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
編
成

を
行
う
な
ど
、最

適
な
推
進
体
制
を

構
築
し
、施
策
の

実
行
性
を
よ
り
高

め
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
る
。

職
員
の
定
期
人
事
異
動
の
目
的
と

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
問
う
！

大
阪
維
新
の
会
熊
取　
長お

さ

田だ　
健け

ん

太た

郎ろ
う

大阪維新の会
熊取 長田　健太郎

1 地域振興券事業について
2 防犯について
3 行財政運営について

日本共産党
熊取町会議員団 江川　慶子

1 一人ひとりの意識とご近所のふれあいで暮らしやすいまちについて
2 防災・減災の観点から入浴施設の再開について
3 小学校給食について

熊取公明党 二見　裕子 1 財政運営及び令和8年度の事業について

熊愛 多和本　英一
1 歳入確保の取組強化について
2 タウンミーティングについて

みらい創生 大林　隆昭
1 ため池・農業用水路を公共インフラとして位置づける考えについて
2 女性防災支援隊の創設、昼間火災即応体制の強化について

会派代表質問は、令和８年度予算、町政運営方針に対し考えを問う質問です。

　
　
自
治
会
加
入
率
と
役
員
負
担
軽
減
、今

後
の
財
政
支
援
を
求
め
る
。

　
　
加
入
率
は
約
71
％
と
減
少
傾
向
、婦
人

会
は
解
散
、長
生
会
も
減
少
し
て
い
る
。
事

務
手
続
き
の
一
本
化
や
企
画
支
援
等
で
負
担

軽
減
を
図
る
。
財
政
面
で
は
防
犯
灯
補
助
金

の
拡
充
や
集
会
所
整
備
へ
の
助
成
、今
後
も

ソ
フ
ト・ハ
ー
ド
両
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

　
　
「
緊
急
防
災・
減
災
事
業
債
」等
を
活
用

し
、町
内
に
入
浴
施
設
を
。

問答問 自
治
会
支
援・入
浴
施
設・学
校
給
食

日
本
共
産
党
熊
取
町
会
議
員
団　
江え

川が
わ　

慶け
い

子こ

　
　
復
活
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
小
学
校
給
食
の
無
償
化
に
伴
い
、未
食

児
へ
の
給
付
は
？

　
　
国
の
動
向
を

確
認
し
、慎
重
に

検
討
す
る
。

答問答
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会
派
代
表
質
問

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
で
管
理
事
業
者
と
業
務

委
託
す
る
事
で
、他
自
治
体
と
の
競
争
、本
町

が
選
ば
れ
る
根
拠
や
戦
略
は
？

　
　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
返
礼
品

写
真
の
撮
影・加
工
、返
礼
品
の
紹
介
文
や
デ

ザ
イ
ン
改
善
な
ど
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
再

構
築
を
推
進
す
る
。

　
　
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
と
し
て
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ブ
ロ
グ
を
追
加
し
生
産
者
の
ス
ト
ー
リ
ー

と
返
礼
品
を
紹
介
し
て
は
？

問答問 ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
必
須
の
戦
略
！

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
歳
入
強
化
を
！

　
　
ブ
ロ
グ
も
有
効
な
媒
体
の
一
つ
に
な
り

得
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、最
も
効
果
的
な

媒
体
に
つ
い
て
中

間
管
理
事
業
者
と

協
議
を
進
め
る
。

　
　
　
町
長
自
ら

町
の
魅
力
を
発
信

し
、『
歳
入
強
化

を
！
』

答要
望

熊
愛　
多た

和わ

本も
と　
英え

い

一い
ち

　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
4
月
か
ら

町
立
保
育
所
で
開
始
さ
れ
る
が
、障
が
い
の

あ
る
こ
ど
も
さ
ん
が
利
用
で
き
る
提
供
体
制

は
ど
う
か
。

　
　
基
本
的
に
は
通
常
保
育
の
職
員
体
制
で

の
対
応
と
考
え
て
い
る
の
で
、個
々
に
判
断

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
く
ま
と
り
女
性
防
災
支
援
隊
の
詳
細
。

　
　
人
数
は
20
名
以
内
。
隊
員
資
格
は
、防

災
士
の
資
格
か
、活
動
経
験
が
あ
る
方
。
活

問答問答

動
は
、平
常
時
の
防
火・防
災
活
動
、救
急
普

及
活
動
。
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
へ
の

参
画
。
災
害
時
は

指
定
避
難
所
の
運

営
支
援
等
の
活

動
。
運
営
は
独
自

の
活
動
で
、町
と

は
、
相
互
に
連

携・協
力
。

令
和
8
年
度
の

新
事
業
の
取
り
組
み
は
！

熊
取
公
明
党　
二ふ

た

見み　
裕ひ

ろ

子こ

　
　
た
め
池
、農
業
用
水
路
の
維
持
管
理
の

現
状
認
識
は
？

　
　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少
で
大
変

な
現
状
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
現
状
の
制
度
と
社
会
環
境
で
は
大
き

な
乖
離
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
持
続
可
能

な
維
持
管
理
体
制
の
構
築
を
要
望
す
る
。

　
　
昼
間
火
災
発
生
時
の
出
動
人
数
は
把
握

し
て
い
る
か
？

　
　
把
握
し
て
い
る
。

問答要
望

問答 た
め
池
、農
業
用
水
路
の
未
来
を

昼
間
消
防
力
強
化
策
を

　
　
分
団
器
具
庫
か
ら
消
防
車
出
動
時
の
出

動
人
数
は
把
握
し
て
い
る
か
？

　
　
し
て
い
な
い
。

　
　
　
出
動
時
に

人
員
不
足
に
陥
る

と
、消
防
車
で
出

動
で
き
な
く
な
る
。

ま
ず
は
現
状
把
握

か
ら
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。

問答要
望

み
ら
い
創
生　
大お

お

林ば
や
し　

隆た
か

昭あ
き
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各議員が問う
!

　　これどう
する!

一般質問

町のさまざまな課題について議員が提案も含めて、町に考えを聞くのが「一般質問」。
ここでは、各議員の質問内容をダイジェスト版でお知らせします。

石井一彰

1 伴侶動物BNCT×KURNS活用×アトムサ
イエンスパ―ク再構築について

2 「環境フェス」の実効性向上と神栖市「あげますキャンペ―ン」に学ぶ、ごみ減量施策について

3 中学生の防災への共助意識の向上策に
ついて

坂上巳生男
1 地下水、ため池のPFAS汚染の調査・対策
について

2 空き家対策（まち育てプラン）の取り組
み状況について

河合弘樹
1 ごみ処理について
2 町有未利用地について
3 八幡池青少年広場のトイレの管理について

多和本英一
1 看取り支援について
2 超高齢化社会に向けた課題と取組について

渡辺豊子

1 エレベーター地震対策について
2 子宮頸がん予防について
3 高齢者のいきがいづくりについて
4 子どもの居場所づくりについて

坂上昌史 1 持続可能な財政運営と将来投資の確保
について

田中圭介

1 衆議院選挙2026について
2 憩いの家について
3 公式ＳＮＳなどについて
4 キテーネホールについて

　
　
伴
侶
動
物
医
療
と
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
犬
や
猫
な
ど
伴
侶
動
物
の
が
ん
治
療
に

お
い
て
は
、人
と
動
物
の
病
気
の
共
通
性
か

ら
医
学・
獣
医
学
の
連
携
に
よ
る
治
療
技
術

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
伴
侶
動
物
Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
は
課
題
は
あ
る
も
の
の
、実
用
化
さ
れ

れ
ば
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
が

世
界
的
拠
点
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、関
西

国
際
空
港
へ
の
近
接
性
を
活
か
し
た
医
療
ツ

問答 世
界
初
の「
伴
侶
動
物
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
」

の
拠
点
を
熊
取
に
！

石い
し

井い　
一か

ず

彰あ
き

ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
も
期
待
さ
れ

る
。

　
今
後
は
Ｋ
Ｕ
Ｒ

廃
炉
計
画
や
研
究

動
向
を
踏
ま
え
、

大
学
と
の
情
報
共

有
や
産
学
官
連
携

の
可
能
性
に
つ
い

て
調
査・
研
究
し

て
い
く
。

　
　
令
和
６
年
の
報
告
で
、管
理
が
行
き
届

い
て
い
な
い
Ｄ
ラ
ン
ク
の
空
き
家
が
44
件
あ

っ
た
。
そ
の
後
の
状
況
は
？

　
　
５
件
は
除
却
な
ど
対
応
さ
れ
た
。
文
書

で
の
依
頼
に
応
じ
て
頂
け
な
い
所
有
者
に
は
、

個
別
訪
問
の
取
組
み
を
始
め
て
い
る
。

　
　
除
却
に
対
す
る
補
助
制
度
は
ど
う
か
？

　
　
空
き
家
は
個
人
資
産
、補
助
制
度
は
な

じ
ま
な
い
。
空
き
家
相
談
会
や
空
家
バ
ン
ク

の
周
知・啓
発
に
努
め
る
。

問答問答

　
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
事
業
所
に
よ
る
調
査

報
告
は
あ
っ
た
の
か
？
た
め
池
の
水
質
調
査

の
継
続
は
？

　
　
報
告
は
ま
だ

な
い
。
た
め
池
は

50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
超

過
の
２
か
所
を
継

続
調
査
す
る
。

問答

空
き
家
対
策
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
対
策
の
継
続
を
！

坂さ
か

上う
え　
巳み

生き

男お
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一
般
質
問

　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
地
震
対
策
に
つ
い
て
は

　
　
庁
舎
、公
共
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

は
地
震
時
管
制
運
転
装
置
を
、14
基
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
全
て
に
設
置
し
て
い
る
。

　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と

き
に
備
え
る
た
め
に
、飲
料
水
や
簡
易
ト
イ

レ
が
収
納
さ
れ
て
い
る
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
は
有
効
。
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問答問答

　
　
高
齢
者
の
い
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
、

介
護
予
防・
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
導
入

は
？

　
　
現
在
、健
康・

就
労
ト
ラ
イ
ア
ル

事
業
を
優
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

問答

　
　
永
楽
ダ
ム
内
に
ゴ
ミ
が
不
法
投
棄
さ
れ

た
り
、桜
の
枝
が
切
ら
れ
た
被
害
が
あ
っ
た

が
、対
応
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
？

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
抑
止
力
と
し
て

の
効
果
は
考
え
ら
れ
る
が
、設
置
費
用
や
維

持
管
理
費
も
必
要
と
な
る
た
め
、ま
ず
は
巡

視
活
動
の
強
化
や
、啓
発
看
板
の
設
置
な
ど

の
対
策
を
行
う
。

　
　
大
井
出
川
に
お
け
る
小
垣
内
地
区
内
の

問答問

不
法
投
棄
に
対
す
る
町
の
対
応
は
？

　
　
急
な
斜
面
な
た
め
、安
全
を
図
り
つ
つ

可
能
な
範
囲
で
本

町
で
回
収
作
業
を

実
施
し
た
い
。

　
　
　
熊
取
消
防

署
員
と
共
同
で
回

収
作
業
を
行
っ
て

は
い
か
が
か
。

答意
見

永
楽
ダ
ム
周
辺
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
！

河か
わ
い合　

弘ひ
ろ
き樹

公
共
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

�

防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
！

渡わ
た
な
べ辺　

豊と
よ
こ子

　
　
Ａ
Ｃ
Ｐ
と
は
？

　
　
ア
ド
バ
ン
ス・ケ
ア・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

略
称
で
、人
生
会
議
と
も
言
わ
れ
、も
し
も
の

と
き
に
備
え
、自
ら
が
望
む
人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療・
介
護
の
ケ
ア
に
つ
い
て

前
も
っ
て
考
え
、家
族
や
医
療・ケ
ア
チ
ー
ム

等
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、共
有
す
る
取
り

組
み
で
す
。

　
　
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及・啓
発
の
状
況
は
？

　
　
町
内
の
医
療
介
護
に
携
わ
る
専
門
職
に

問答問答 本
町
に
お
け
る
看
取
り
支
援
！

Ａ
Ｃ
Ｐ
普
及
促
進
・啓
発
の
現
状
はよ

り
、共
通
認
識
が
持
て
る
よ
う
に
、住
民
向

け
の
冊
子「
人
生
会
議
を
し
ま
せ
ん
か
」と

「
終
活
ノ
ー
ト
」を

配
布
。

　
　
　

行
政
、医

療
、サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、消
防
、機
関

連
携
を
強
化
し
体

制
構
築
促
進
を
！

要
望

多た

和わ

本も
と　
英え

い

一い
ち

　
　
基
金
繰
入
5・4
億
円
、経
常
収
支
比
率

98・5
％
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、現
在
の
財

政
認
識
と
財
源
不
足
の
要
因
は
？

　
　
歳
出
面
で
物
価
高
騰
に
よ
る
全
体
的
な

歳
出
増
加
に
加
え
て
、右
肩
上
が
り
に
増
え

続
け
て
い
る
社
会
保
障
関
連
経
費
や
人
件
費

な
ど
義
務
的
経
費
の
増
加
が
大
き
い
。

　
　
基
金
繰
入
に
依
存
し
な
い
財
政
運
営
は

ど
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
改
善
し
て
い
く
の

か
？

問答問

　
　
経
常
収
支
比
率
や
基
金
残
高
水
準
の
改

善
が
第
一
歩
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は

「
令
和
９
年
度
末

の
財
政
調
整
基
金

残
高
を
10
億
円
確

保
す
る
こ
と
」を

め
ざ
す
。

答

持
続
可
能
な
財
政
運
営
と

将
来
投
資
の
確
保
を
‼

坂さ
か

上う
え　

昌ま
さ

史ふ
み
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一
般
質
問

　
　
第
51
回
衆
議
院
選
挙
の
期
日
前
投
票
率

は
何
％
だ
っ
た
か
？

　
　
50・6
％（
１
０
３
９
２
人
）

　
　

 

期
日
前
投
票
の
最
大
待
ち
時
間
は
？

　
　
30
～
40
分
。

　
　
期
日
前
投
票
が
増
え
て
き
て
い
る
。
今

回
は
役
場
入
口
ま
で
人
の
行
列
が
で
き
て
い

た
の
で
、今
後
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
広

い
場
所
へ
変
更
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
選
挙
人
の
動
線
や
フ
ロ
ア
利
用
方
法
な

問答問答問答 選
挙
投
票
所
入
場
整
理
券
を

も
っ
と
見
や
す
く
分
か
り
や
す
くど

の
検
討
を
行
う
。

　
　
投
票
所
入
場
整
理
券
に
投
票
所
の
地
図

を
載
せ
、よ
り
分

か
り
や
す
く
で
き

な
い
の
か
？

　
　
分
か
り
や
す

い
投
票
所
入
場
整

理
券
の
内
容
に
す

る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

問答

田た

中な
か　

圭け
い

介す
け

泉州南消防組合議会の動き泉州南消防組合議会の動き
～令和8年度予算を審議しました～～令和8年度予算を審議しました～

　泉州南消防組合議会において、令和8年度予算についての説明および審議が行われ、
審議を終了しました。令和8年度の一般会計予算は、44億2,139万9千円となっていま
す。
　消防は、住民の命と財産を守る基幹的な行政サービスであり、消防組合の運営に必要
な経費は、構成市町の負担金などによって賄われています。令和8年度予算では、人件
費の増加などの影響により、構成市町の負担金は増加傾向となっています。
　熊取町の負担金は
　　　令和7年度　5億9,137万2千円
　　　令和8年度　6億1,961万4千円
となり、前年度と比べて約2,824万円の増加となっています。
　予算では、消防職員の人件費が大きな割合を占めており、消防体制の維持・運営に必
要な経費が計上されています。
　また、消防施設の整備などに伴う地方債の発行も予定されており、今後はその元利償
還も含めた財政運営が行われることになります。
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環境施設広域化調査特別委員会環境施設広域化調査特別委員会

新ごみ処理施設行政視察新ごみ処理施設行政視察

　３月11日、ごみ処理広域化に係る進捗状況及び今後の予定等について特別委員会を
開催しました。委員会では下記のとおり報告がありました。
〇令和7年度の取り組みについて
　本町予定負担金額：397万3千円
〇新ごみ処理施設整備に向けた現状について
　供用開始予定は令和15年度中
　施設規模及び概算費用について
　　　施設規模　：�エネルギー回収推進施設　　　　　200トン/日	

マテリアルリサイクル推進施設　　23トン/5時間
　　　�概算建設費：約485億円（うち交付金約135億円）	

その他経費：約57億円	
運営費　　：約11億円/年

〇ごみ処理広域化に係るスケジュールについて

　１月28日、新ごみ施設建設に係る行政
視察で、奈良県天理市のやまとecoクリー
ンセンターに、泉佐野市田尻町清掃施設組
合議員の方々と一緒に、熊取町の特別委員
会メンバーも参加させて頂きました。
　同センターとリサイクルセンターは、奈
良県の10市町村が共同で運営する新しい
ごみ処理施設で、令和7年4月に完成し、5
月から稼働しています。
　ごみ焼却による熱源を利用した温浴施
設やフィットネスエリア、キッズサロンも
あり、地域の方が利用し、にぎわいの拠点
にもなっています。
　泉佐野市、田尻町、熊取町の1市2町での
新ごみ処理施設建設に向けた事業の計画
が進められている中で、大変参考になりま
した。

※質疑の内容等はこちらから⇒
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南部地区議長会行政視察研修南部地区議長会行政視察研修

議員研修　～HUG訓練～議員研修　～HUG訓練～

　１月26日〜27日、南部地区議長会議長研修として岡山県和気町及び美咲町へ行政視察をおこ
ないました。
　視察先は移住者の受け入れとして人気のある和気町と持続可能な議会の確立を目指す美咲町を
選びました。
和気町（人口約13,000人　直近7年間で約
700人が移住（人口の約20人に1人が移住者）
　高齢化率40.84％　面積144.21m2
　　・岡山県南東部にある自然豊かな田舎町
　　・県南で穏やかな気候
　　・地位特性から台風・地震の災害が少ない
【特徴的な取り組み】
○�英語特区の導入　　	
園・小・中と切れ目のない英語教育環境

○�公営塾事業　　	
年会費無料（町内在住　小5〜中3対象）

　　・�スタッフ地域おこし協力隊をメインに
運営

　　・�教育で町おこし　	
そのまま定住につながる事例も

美咲町（人口約12500人　議員定数14人）
　議会の危機感
　　・議員のなり手不足
　　・�若者の議会離れ　	

　→　持続可能な議会を創造する。
　　・人口減少率県内ワースト１
【取り組み事例】
・ペーパーレス議会　タブレット導入
・大学とのパートナーシップ包括協定
・�開かれた議会と対話の場づくり　	
学生らをアンバサダーに委嘱
・�担い手の育成　	
中学生・小６生対象　未来の議会	
美作高校とSDGsパートナーシップ包括協定
・出前議会　・オンライン議会　・なり手不足対策

　１月29日、防災意識と災害対応力の向上を目的に、避難所運営ゲーム（HUG）訓練を
実施しました。HUGは、避難所に見立てた図面に避難者カードを配置しながら、避難
所で起こるさまざまな状況への対応を考える実践型の訓練です。避難者には高齢者や
乳幼児、外国人など多様な立場の人が想定されており、限られたスペースや物資の中で
どのように運営していくかを班ごとに検討しました。
　訓練終了後には講師の
方から、令和６年能登半
島地震の避難所の実例や、
災害発生時・直後におけ
る議員の役割について講
話がありました。今回の
研修を通じ、災害時の備
えや地域での助け合いの
重要性について理解を深
める機会となりました。
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熊取町商工会青年部との意見交換会熊取町商工会青年部との意見交換会

町立保育所給食試食会町立保育所給食試食会

　熊取町では全町立保育所が外部搬入方
式の給食を実施しています。

　おやつ時はスキムミル
クを提供しています。

～　この日のメニューは　～
炊き込みご飯
だし巻たまご

キャベツおかか和え
すまし汁

　2月9日、事業厚生常任委員会委員を中心に、熊取町商工会青年部員の方々と、「地域
活性化の現状と課題について（青年部活動を通じて）」をテーマとし、青年部の取組み事
業や、熊取駅周辺の活性化、農業の現状と課題などを聞かせていただきました。
　また、情報発信とDXの推進など熊取町議会でも課題となっているテーマについて
も意見交換をおこない、これからも定期的に情報交換や課題を共有し、また課題解決に
繋げていけるよう取り組んでいきます。

　2月4日、東保育所において、希望議員に給食試食会を実施していただきました。
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　議員総会で、みなさまからいただい

たご意見等を議員全員で共有しました。

　今後の議会活動等の参考とさせてい

ただきます。

次回　『 議会カフェ』
　開催のご案内

行こうかどうしようか悩んでいらっしゃるみなさま方へ行こうかどうしようか悩んでいらっしゃるみなさま方へ

　2月16日（月）午後1時30分から第１回

目の「議会カフェ」を開催しました。

　総勢9名の方にお越しいただき、盛況

のうちに終わりました。

く
ま
と
り
議
会
だ
よ
り

発
行
／
熊
取
町
議
会
　
編
集
／
広
報
委
員
会

熊
取
町
野
田
一
丁
目
１
番
１
号

令
和
８
年
５
月
発
行

NO.73

熊
取
町
Facebook

熊
取
町
LINE

熊
取
町
Instagram

発
行
部
数
17,000部

１
部
当
た
り
15円

で
作
成
し
て
い
ま
す

編 

集 

後 

記

　

3
月
定
例
会
会
期
中
に
、

小
中
学
校
給
食
の
食
中
毒
事

案
が
発
生
し
ま
し
た
。
学
校

生
活
の
中
で
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
が
給
食
で
す
。
再
発
防

止
と
衛
生
管
理
の
徹
底
、
そ

し
て
、
何
よ
り
も
、
子
ど
も

達
の
早
期
回
復
と
心
の
ケ
ア

を
願
い
ま
す
。

　

世
界
に
お
い
て
は
、
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
が
国
民
生
活

や
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
議
会

と
し
て
平
和
的
解
決
を
求
め

る
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
審
査
等
、

盛
り
沢
山
の
議
会
だ
よ
り
と

な
り
ま
し
た
。�

渡
辺
豊
子

広
報
委
員
会

　

委 

員 

長　

坂
上　

昌
史

　

副
委
員
長　

多
和
本
英
一

　

委　
　

員　

石
井　

一
彰

　

委　
　

員　

坂
上
巳
生
男

　

委　
　

員　

渡
辺　

豊
子

　

委　
　

員　

田
中　

圭
介

熊 取 町 議 会 Youtube
チャンネルでライブ中継、
録画配信を行っています。

６月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合があります。
日程は変更する場合があります。事前にお問い合わせください。（議会事務局　072-452-9023）

本会議の日程みんなの議会、
傍聴しませんか？ 委員会の日程
会議はいずれも午前10時からです。

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

6月10日（水）・11日（木）・25日（木）
［予備日］6月12日（金）

6月4日（木）・6月18日（木）
6月18日（木）
6月19日（金）6月18日（木）の議会運営委員会のみ午後1時30分から

議会カフェ OPEN！

かむかむプラザ　文化 ・ 交流ラウンジ

5月20日水曜日13時30分～15時


